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    （以上，前回掲載分　【前篇】）






    （以下，次回掲載分　【後篇】）
5 ．「福祉と開発の人間的基礎」再定義にむけて
6 ．結論　　「人間が人間になる」  
　あとがき













































































第Ⅰ期：感覚の時代（1950 年 9 月末～ 58 年 1 月）
















　この時代の後半（1955 ～ 58 年 1 月）には，5 年間の困窮生活から脱し，社会的，経済的そし
て精神的な安定期に入る．1955 年には国立東洋語学校やソルボンヌ（パリ大学）で日本語，日




のギリシャへの旅（8 月末～ 9 月初旬）と，旅が続く．森有正の場合，旅が感覚を刺激する．





第Ⅱ期：経験の時代（1959 ～ 69 年）
　経験の時代は，森有正の哲学ないし思想の最大の特徴である「経験」が結晶化されて徐々に切
り出され始める時期である．
　この時代の前半（1958 年 2 月から 1966 年 10 月まで）はパリ生活の拠点づくりに慌ただしく
する時期である．1962 年にフランス人女性と再婚して，その女性の女の子を含む 4 人暮らしの
家庭生活が始まっている．これまで一気に駆け昇ってきた階段の「踊り場」で，ひと息つくよう
な時期だったのだろう．









第Ⅲ期：思想の時代（1970 ～ 76 年）
　さらに，経験の時代のあとに続く，「思想の時代」は森有正自身が言うところの「終わりの始
まり」の時期でもある．少し詳しく見ると，1969 年パリで授業中，発作を起こして椅子から倒




始まりである……．終末は既に始まったのだ」（「日記」〈1971 年 12 月 17 日＜金＞灰色の日，そ


















第２段階はフランスでの結婚，そして離婚，＊　である」（「日記」1972 年 12 月 4 日　パリ
　朝の 7 時〉，『森有正全集』（第 14 巻），438 頁）．　＊　の記号は種々の理由から割愛せざ
るをえなかった部分であると，編集部は記す．



































































































































































































































































































僕のものであった孤独に続く新しい孤独が戻ってきた．＊（「日記」〈1968 年 11 月 3 日＜日
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」や，「すでにその未知の事態に自分がのめりこんでいる






























ら扱う著作をあげれば，『人間の生涯　　アブラハムの信仰　　』（1970 年 9 月 22 日～ 10 月 20
日），国際基督教大学，チャペル・アワー『アブラハムの生涯　　森有正講演集　　』（日本基督























　森有正はこの最後の日記の 1 週間後の 8 月 13 日（金）に斃れて，パリ市内の病院に救急車で
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